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　磁気圏-電離圏結合を理解する上で電離圏対流と磁気圏電場の比較は極めて重要であるがSAPSに関連する

SuperDARNと人工衛星データの比較はほとんどない。本研究においてはSuperDARNレーダーとあらせ衛星に

よる、SAPS電場の同時観測及びに、あらせ衛星による粒子観測を行った。2017年6月から2019年12月までの

52個の同時観測イベントにおいて、あらせ衛星のfootprintがSAPS構造付近を通過した際に局在化した強い電

場の構造を観測することができた。加えて多くのイベントで、SAPS電場の存在する領域に対応して、あらせ衛

星の粒子データではプラズマ圏の境界領域および低エネルギーイオンフラックスの増大が見られた。このイオ

ンフラックスの増大についての統計研究を行った。結果としては、このイオンフラックスの増大とSAPSのフ

ロー速度に小さな正の相関を見られた。一方、あらせ衛星の電離圏への真のfootprintは計算上の点からずれが

あることも示唆された。この特徴的な粒子分布と電場・対流分布との対応関係、ならびに人工衛星の

footprintのずれの詳細について講演で報告・議論する。磁気圏-電離圏結合を理解する上で電離圏対流と磁気圏

電場の比較は極めて重要であるがSAPSに関連するSuperDARNと人工衛星データの比較はほとんどない。本研

究においてはSuperDARNレーダーとあらせ衛星による、SAPS電場の同時観測及びに、あらせ衛星による粒子

観測を行った。2017年6月から2019年12月までの52個の同時観測イベントにおいて、あらせ衛星の

footprintがSAPS構造付近を通過した際に局在化した強い電場の構造を観測することができた。加えて多くのイ

ベントで、SAPS電場の存在する領域に対応して、あらせ衛星の粒子データではプラズマ圏の境界領域および低

エネルギーイオンフラックスの増大が見られた。このイオンフラックスの増大についての統計研究を

行った。結果としては、このイオンフラックスの増大とSAPSのフロー速度に小さな正の相関を見られた。一

方、あらせ衛星の電離圏への真のfootprintは計算上の点からずれがあることも示唆された。この特徴的な粒子

分布と電場・対流分布との対応関係、ならびに人工衛星のfootprintのずれの詳細について講演で報告・議論す

る。
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